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平成 29年度第１回考古学講座（平成 29年５月 14日） 

 

“石のなべ”の謎―滑石製石鍋と中世の日本列島― 

 

神奈川県教育委員会文化遺産課 久我谷渓太 

 

 

１．「滑石製石鍋」とは 

 ○滑石の特性：軟らかい(加工しやすい)、保温性がある 

 ○生産地：西彼杵半島(長崎県)が中心⇒ホゲット石鍋製作所遺跡(西海市)など 

 ○系譜：滑石製経筒起源説、大陸・半島起源説、日本列島発生説 

 

２．文献史料に現れた“石なべ・石鍋・いしなべ” 

 ○石鍋料理：芋粥、甘葛煎、鳥肉料理 

 ○価値・価格：４個で牛１頭、財産・耐久消費財 

 

３．滑石製石鍋の器種と分布 

 ○鍋型から羽釜型へ･･･12世紀代に転換⇒東日本へ流通が拡大 

 ○出土集中地域･･･鍋型：九州北部・琉球列島―羽釜型：九州北部・鎌倉 

 

４．琉球列島の滑石製石鍋と城久遺跡群 

 ○城久遺跡群Ⅱ期：交易拠点、滑石製石鍋・カムィヤキ・中国陶磁器の極端な集中 

 ○石鍋模倣土器(グスク系土器)の出現･･･定型的な食器組成の成立 

 ○グスク時代の開始に係る外的影響論の根拠資料⇒主体者像の議論へ 

 

５．羽釜型の出現・流通の背景と鎌倉 

○文献史料･･･彼杵荘―東福寺―鎌倉のつながり 

 ○中世の煮沸具・火処：鉄製・土製・石製―鍋・羽釜／カマド、イロリ、火櫃・火鉢 

 ○鎌倉出土滑石製石鍋の“東国向け措置”･･･鎌倉での使用を前提としていない 

 

６．滑石製石鍋の補修・リサイクル 

 ○バレン状製品 

 ○硯 

 ○温石 

 ○スタンプ 
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１．滑石製石鍋 

（長崎市西海歴史民俗資料館蔵）                                              （広島県立歴史博物館蔵） 

（下川 1992） 

（東 2011） 

 

２．滑石製石鍋の製作方法と生産遺跡・未成品 

（長崎市西海歴史民俗資料館蔵）  



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．石のなべ・石のうつわ 

（『用の美』）               （『徳永 2010』）        （掲載元不明） 

（弓場 1985） 

） 

『厨
事
類
記
』（十
三
世
紀
末
頃
） 

『類
聚
雑
用
抄
』（十
二
世
紀
後
半
頃
） 

４－１．史料のなかの石鍋～芋粥・甘葛煎～ 
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『武
家
調
味
故
実
』（十
六
世
紀
中
頃
） 

４－２．史料のなかの石鍋～鳥肉料理～ 

４－３．史料のなかの石鍋～価値・価格～ 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鍋型 

羽釜型 

５．滑石製石鍋の編年と分布 
（木戸 1993） （石塚 2009による） 

６．琉球列島の歴史の流れ 
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（『山田中西遺跡』 縮尺不同） 

８．グスク時代開始期の“３点セット” 

滑石製石鍋 

中国陶磁器(玉縁白磁碗) 

カムィヤキ 

７．琉球列島における滑石製石鍋の出土遺跡数・出土点数 
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９．滑石製石鍋が在地の土器文化へあたえた影響 

10．グスク時代のはじまりをめぐる近年の学説の整理 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「慕記絵詞」(1351 年・西本願寺蔵) 

「松崎天神縁起絵巻」（1311 年・防府天満宮蔵） 

 

「春日権現験記」（1309 年・三ノ丸尚蔵館蔵） 

「慕記絵詞」(1351 年・西本願寺蔵) 

 

「信貴山縁起絵巻」 （12 世紀・朝護孫子寺蔵） 

 

11．絵巻に現れた中世西国の火処と道具 
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13．中世の土製煮沸具 

12．中世の鉄製煮沸具 

（鋤柄 1997） 
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14．中世鎌倉の火処と道具 
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（『山田中西遺跡』） 

（『八児遺跡』） 

（『下馬周辺遺跡』） 

（『千葉地東遺跡』） 

バレン状製品              スタンプ 

温石 

硯 

15．滑石製石鍋片の再加工製品 

（『下馬周辺遺跡』） 
（『下馬周辺遺跡』） 
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★用語解説★ 

 

○滑石 

 ・水酸化マグネシウムとケイ酸塩からなる鉱物。硬度１と軟らかく、白色・淡緑色で、

真珠光沢を持つ。保温作用、利尿作用、消炎作用がある。タルク。 

○グスク時代 

 ・琉球列島における時代区分のひとつ。グスク系土器様式の成立（11 世紀前後）から琉

球王国第一尚氏王権成立前後（15世紀初頭前後）まで（『沖縄県史』）。 

〇痕跡器官 

 ・考古資料のある部位が本来の機能を失いながらも痕跡的に残存し、実用的な機能をな

くした付加物に変化すること。 

○住蕃貿易 

 ・文献上の｢博多綱首｣＝博多に長期にわたって居住する宋商人が主体となって展開した

貿易の形態。鴻臚館の衰退（11世紀後半）から元寇（13世紀後半）まで。 

○様式 

 ・いくつかの器物の型式の一定の組み合わせの単位。同一の時期・地域で同じ社会体系

のもとに生活の要求を満たす複合体。 

○歴史考古学 

 ・文字で書かれた記録の存在する時代を対象とした考古学的な研究方法のひとつ。考古

学的な資料に加えて、文献史料や絵画資料なども利用する。⇔先史考古学。 
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